



Relationship between Psychological Effect and Color of Facades 

















































































































































































































形容詞対 第1因子 第2因子 第3因子
自然な一不自然な 0，849一〇．122 一〇．050
圏好きな一嫌いな 0，814 一〇．134 一〇．163





派手な一地喋な 一〇．405 α746 一〇．093
動的な一静的な 一〇．004 0，650 0，017
強　　い一弱　　い 一〇．274 0，645 0，191
一　くどい一あっさり 一〇．483 0，567 0，258
重　　い一軽　　い 。0，059 0，029 0，962
固　　い一柔らかい 一〇．295 ・－O，173 0，413
寄　与　率 2α1％ ・25．9鶉 10．5鶉
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パクーン1 パクーン2 バクーン3 パクーン4 パターン5 バタ・一ン5 パクーン7
件数 率（％｝ 件数 比率 件数 比率 件数 比率 件数 比寧 件数 比率 件数 比串
博物館 22 2Lo 15 1‘．3 12 1L5 7 6．呂 ? 8．7 10 9．5 6 5．呂
図書館 30 2B．6 7 6．7 6 5．8 5 4．9 15 14．4 24 22．9 4 3．9
県庁 5 4』 5 4．8
? LO 2 L9 2 L9 7 5．7 o o．o
郵便局 4 3．呂 a 2．9 3 2．9 7 5．臼
?
7．7 9 臼．6 8 7．8
病院 6 5．7 lo 9．5 14 13．5 10 9．7 2 L9 11 10．5 6 5．8
駅 lo 9．5 4 3』 2 L9 1 LO 8 7．7 3 2．9 4 3．9
百鮨店 o o．o
?
B．6 6 5．B lo 9．マ 5 4．8 7 6．7 6 7．呂
レストラン 旦1 10．5 5 4．H n 10．6 13 12．6 15 1生4 5 4．B 22 2L4
花屋 7 6．7 12 1L4 15 14．4 16 15．5 17 16．3 i 1．0 28 272
薬局 o o．o唱 14 13．3 11 10．6 ユ7 16．5 7 6．7 o o．o 6 5．呂
住宅
?
7．5 lo 9．5 13 12．5 9 8．7 12 1L5 20 19．O 5 4．9
神祉 o o』 o o．o o o．o o o．o 1 1．o 1 1』 o 0．O
教会 2 L9 10 9．5 9 8．7 5 4．9 3 2．9 6 5．7 1 1．0
その他 o o．o 1 1．O 1 1．o 1 1．O 0 0．0
? LO 5 4．9
判別数が多くなっている。
　以上より，建築物における外壁の色彩の違いが
心理的効果に与える影響は，「調和・嗜好性」，「躍
動性」，「重厚性jの因子負荷の変化により説明可
能であるが，色相の近い色彩を検討する場合にお
いては，これらの因子の心理的効果の寄与は低い
と考えられる。
3．3色彩と建物用途の関係
　前節における外壁の色彩に関するパターン毎の
評価構造の特性を踏まえ，色彩と建物用途の関係
について検討する。
　表5に，それぞれの外壁色彩のパターンにおい
てふさわしいと思う建物用途を回答させた集計結
果を示す。回答数が他の項目に比べ多い（指摘数
20件以上：表中網掛け部分）建物用途に着目する
と，博物館はパターン1での回答数が多いeパタ
ー一唐Pの評価構造の特色は，調和・嗜好感が良く，
重厚感が高い評価傾向を示す因子である。図書館
においてもパターン1の回答が多く，同時にパタ
ーン6での回答も多くなうている。パターン6の
評価構造の特色は，調和・嗜好感力浪く，躍動感
の低い評価傾向を示す因子である。住宅もパター
ン6での回答数が多くなっている。レストランと
花屋においては，いずれもパターン7での回答数
が多い。パターン7の評価構造の特色は，調和・
嗜好感は低く，躍動性が高く，重厚感が低い評価
傾向を示す因子である。
　以上より，建築物のふさわしい外壁の色彩は，
建物用途により異なるケースが認められ，外壁色
彩と建物用途の聞には心理的関連性が存在してい
ると考えられる。従って，建築物における外壁の
色彩について考える場合，外壁色彩の心理的効果
と建物用途から導き出されるイメージとの対応た
ついても検討することが必要であると考える。
4．まとめ
　本研究では，地域を構成する要素として，特に
建築物における外壁の色彩に着目し，色彩の変化
と心理的効果の関係にっいて検討を行った。評価
’パネルを用いた実験の結果，以下の知見を得た。
↓）建築物の外壁の色彩評価に関する潜在的因子
として，「調和・嗜好性」，「躍動性」，「重厚性」の
3因子が抽出された。
2）建築物における外壁の色彩の違いが心理的効
果に与える影響｝ま，「調和・嗜好性」，「躍動性」，
　「重厚性」の因子負荷の変化により説明可能であ
るが，色相の近い色彩の場合においてはこれらの
因子の心理的効果の寄与は低いと考えられる。
3）建築物のふさわしい外壁の色彩は，建物用途
により異なるケースが認められ，外壁色彩と建物
用途の間には心理的関連性が存在していると考え
られる。
　今後においては，外壁の色彩の要素として色相
だけでなく明度や彩度についても検討しながら，
地域計画手法としての色彩計画にっいて考究する
予定である。
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